
従
足
利
将
軍
鷲
見
氏
代
々
江
感
状
写 

 
 
 
 
 
 
 

（
長
善
寺
文
書
の
翻
刻
） 

一 

美
濃
国
鷲
見
郷
相
傳
次
第 

 

武
蔵
権
守 

 
 

郡
上
太
郎
法
名
寶
仲 

 

同
三
郎
法
名
寶
佛 

○
頼
保-------------

重
保-------------

家
保----- 

 
 
-----------------------------------------

 

 
 
 

同
太
郎 

 
 
---

保
吉 

 
 
 

同
藤
三
郎 

彦
三
郎 

藤
三
郎 

 
同
中
務
少
輔
論
入 

 
 
---

諸
保------

長
保------

忠
保------
加
々
丸--- 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

康
安
二
十
七
死
去 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

同
藤
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

保
憲 

 
---------------------------------------------

 

 
 
 

同
中
務
彦
五
郎 

同
中
務
彦
六 

 
------

氏
保------------

行
保 

 

郡
上
郡
目
城
居
住
之
仁
者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
下
聰
權
守 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

玉
井
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鷲
見
藤
三
郎 

足
利
将
軍
よ
り
鷲
見
氏
代
々
え
感
状
写 

（

読
み
下
し
文
。
意
味
の
説
明
や
補
足
は
（ 

）
で
） 

一 

美
濃
国
鷲
見
郷
相
伝
次
第 

 

武
蔵
権
守 

 
 

郡
上
太
郎
法
名
寶 ほ

う

仲
ち
ゅ
う 

 

郡
上
三
郎
法
名
寶
佛

ほ
う
ぶ
つ 

○
頼
保-----

--------

重
保-------------

家
保-----

 

 
 
-------

----------------------------------
 

 
 
 

同
（
郡
上
）

太
郎 

 
 
---

保
吉 

 
 
 

同
藤
三
郎 

彦
三
郎 

藤
三
郎 

 

同
中
務
少
輔

な
か
つ
か
さ
し
ょ
う
ゆ
う

論
人 

 
 
---

諸
保------

長
保------

忠
保------

加
々
丸---

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

康
安
二
年
十
月
七
日
（
一
三
六
二
）
死
去 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

同
藤
三
郎 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 

保
憲 

 
---------

------------------------------------
 

 
 
 

同
中
務

な
か
つ
か
さ

彦
五
郎 

同
中
務
彦
六 

 
------

氏
保------------

行
保 

 

郡
上
郡
目
城
居
住
の
仁
は 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

東 と
う

下
総

し
も
う
さ

権
守 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

玉
井
三
郎 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

鷲
見
藤
三
郎 

目
城
と
は 

阿
千
葉
城
（
森
弘
美
文
書
）
ま
た
は

千
葉
目
城
、
剣
目
城 

鷲
見
城
（
鷲
見
度
保
文
書
）
霞
の
城 

い
ず
れ
も
「
郡
上
郡
鷲
見
郷
御
領

地
嗣
家
譜
」 



① 

守
護
所
下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

藤
原 

 
 

鷲
見
郷
下
司
字
郡
上
三
郎 

 

間
事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
保 

 

右
件
之
家
保
、
今
月
四
日
可
申
賜
武
蔵
守
殿 

 

御
消
息
云
、
郡
上
三
郎
、
今
度
自
鎌
倉 

奉
付
御
共
、
令
上
洛
之
上
件
郷
相
傳
之
由
云
々
、 

早
相
尋
次
第
證
文
、
可
令
安
堵
之
由
、
蒙 

仰
之
間
、
深
重
證
文
明
白
也
、
仍
可
令
安 

堵
之
由
、
下
知
如
件
、 

 

承
久
三
年
七
月
日 

守
護
所
源 

御
書
判 

 

② 美
濃
国
御
家
人
鷲
見
三
郎
入
道 

寶
仏
諸
大
番
役
事
、
於
ん
わ
安
吉
分
ヨ
リ 

七
月
一
日
至
八
月
十
五
日
、
三
か
わ
諸
安
分
ヨ
リ 

八
月
十
六
日
至
九
月
朔
日
、
於 

大
門
二
条
西
土
門
被
抽
仕
候
、
仍
執
達 

如
件
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
衛
門
丞 

書
判 

弘
安
八
年
十
月
四
日 

 
 
 

沙
彌 

 
 

同 

 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 
 

左
衛
門 

 

同 

① 

守
護
所
下

く
だ
し 

 
 

鷲
見
郷
下
司

げ

し

字
郡
上
三
郎
藤
原

家
保
間
事
（
尋
事
） 

右 み
ぎ

件
く
だ
ん

の
家
保
、
今
月
四
日
、
武
蔵

む

さ

し

守
の
か
み

（
北
条
時
房
）
殿
御
消
息
に
申

も
う
し

賜 た
ま

う
べ
く
云
、
郡

上
三
郎
、
今
度
鎌
倉
よ
り
御
供
附
け

奉
た
て
ま
つ

り
、
上
洛
せ
し
む
の
上
、
件

く
だ
ん

ノ
郷
相
伝

そ
う
で
ん

ノ
由 よ

し

云
々

う
ん
ぬ
ん

。

早 は
や

證
文
相
尋
ね
次
第
安
堵

あ

ん

ど

せ
し
む
べ
く
の
由
、
仰
せ
を

蒙
こ
う
む

る
の
間
、
深
重

じ
ん
じ
ゅ
う

の
証
文
明
白

な
り
。
仍

よ
っ
て

安
堵
せ
し
む
べ
く
の
由 よ

し

、
下
知

げ

ち

如
く
だ
ん
の

件
ご
と
し

。 

承

久

じ
ょ
う
き
ゅ
う

三
年
七
月
日
（
一
二
二
一
） 

守
護
所

源
み
な
も
と 

御
書
判 

（
土
岐
光
行
） 

  

② 美
濃
国
御
家
人
鷲
見
三
郎
入
道
寶
仏

ほ
う
ぶ
つ

（
家
保
）、 

諸
大
番
役

お
お
ば
ん
や
く

事
（
お
わ
り
）、
安(

保)

吉
分
、
七
月
一
日
よ
り
至
八
月
十
五
日
、
三
か
わ
（
ヵ

月
）
諸
安(

保)

分
八
月
十
六
日
ヨ
リ
至

い
た
る

九
月
一
日
、（
家
譜
に
は
三
十
日
） 

内
裏

だ

い

り

二
条
西
土
門

に
し
つ
ち
み
か
ど

に
於
い
て

抽
ぬ
き
ん
で
て

仕
つ
か
ま
つ

ら
れ
候
、
仍

よ
っ
て

て
執
達
件

く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

左
衛
門
丞

さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う 

書
判
（
土
岐
光
行
） 

弘
安
八
年
十
月
四
日 

 
 
 

沙
彌

し

ゃ

み 
 
 

同 

 

（
一
二
八
五
） 

 
 
 
 

左
衛
門 

 

同 

 



③ 美
濃
国
御
家
人
郡
上
郡
鷲
見 

藤
三
郎
忠
保
下
賜 

令
旨
之
間
、 

五
月
八
日
馳
参
、
九
日
近
江
國
於
馬
場 

前
山
依
、
致
合
戦
ヤ
レ
不
見

若
党
森
六
郎 

忠
重
討
死
、
同
舎
弟
七
郎
重
信 

被
疵
左
膝
被
射

之
条
、
御
実
検
之
上
ハ
意
ヤ
レ
不
見

令
力 

賜
御
判
、
可
備
後
證
之
龜
鏡
候
、
以 

此
旨
可
有
御
被
露
候
、
恐
惶
謹
言
、 

 

元
弘
三
年
五
月
十
二
日
藤
原
忠
保
上 

進
上 

御
奉
行
所 

 
 

御
書
判 

 
 
 
 
 
 

見
及
了 

 
 

 
 

 

④ 美
濃
国
御
家
人
郡
上
郡
鷲
見 

藤
三
郎
忠
泰
、
五
月
廿
七
日
令
馳
参
候
、 

以
此
旨
、
可
有
御
被
露
候
、
恐
惶
謹
言
、 

 

元
弘
三
年
六
月
一
日 

藤
原
忠
泰
上 

進
上 

御
奉
行
所 

 
 
 

 
 
 
 
 

承
了 

 
 
 

御
書
判 

 

③ 美
濃
国
御
家
人
郡
上
郡
鷲
見
藤
三
郎
忠
保
、 

旨 む
ね

を
し
て
下 く

だ

し
賜 た

ま

う
の
間

あ
い
だ

、
五
月
八
日
馳 は

せ

参 さ
ん

じ
、
九
日
近
江
国
前
山

さ
き
や
ま

よ
り
馬
場

ば

ん

ば

に
於
い

て
、
合
戦
致
す
に
依
っ
て
（
見
え
ず
）
若
党
森
六
郎
忠
重
討
死
、
同
舎
弟

し
ゃ
て
い

七
郎
重
信
疵 き

ず

を

被
こ
う
む

る
（
左
膝
、
射
ら
れ
る
）
の
条
、
御
実
検

ご
じ
っ
け
ん

の
上
は
意
（
見
え
ず
。
令
か
）
御
判
を
賜
り

（
せ
し
め
）
、
後
證

ご
し
ょ
う

の
龜 き

っ

鏡
き
ょ
う

に
備 そ

な

う
べ
く

候
そ
う
ろ
う

。 

此 こ
の

旨 む
ね

を
以
て
御
被 ひ

露 ろ
う

有
る
べ
く
候
、
恐
惶

き
ょ
う
こ
う

謹
言

き
ん
げ
ん

。 

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
五
月
十
二
日 

藤
原
忠
保

上
あ
げ
る 

進
上 

御
奉
行
所 

 
 

御
書
判 

 
 
 
 
 
 

見
及
了 

   

④ 美
濃
国
御
家
人
郡
上
郡
鷲
見
藤
三
郎
忠
泰
（
保
） 

五
月
二
十
七
日
馳
参

は
せ
さ
ん

じ
令

せ
し
み

候
、 

此
旨
を
以
て
御
被

ご

ひ

露 ろ
う

有
る
べ
く
候
、
恐
惶

き
ょ
う
こ
う

謹
言

き
ん
げ
ん

。 

元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
六
月
一
日 

藤
原
忠 た

だ

泰 や
す

上 

進
上 

御
奉
行
所 

 
 

 

 
 
 
 
 

承
了 

 
 
 

御
書
判
（
足
利
尊
氏
） 

 



⑤ 着
到 

 

美
濃
國
郡
上
郡
御
家
人
鷲
見 

藤
三
郎
忠
保
代
鷲
見
孫
八
常
良 

 
 

申
、
右
着
到
如
件
、 

 
 
 

建
武
三
年
六
月
廿
三
日 

 
 
 
 

一
見
了 

 
 
 
 
 

御
書
判 

    

⑥ 美
濃
国
郡
上
郡
御
家
人
鷲
見 

藤
三
郎
忠
保
、
馳
参
洲
俣
、 

土
岐
左
近
蔵
人
殿
属
御
手
、
今
月 

十
四
日
森
山
合
戦
、
同
十
六
日
宇
治
馳
向 

候
畢
、
同
十
七
日
十
八
日
十
九
日
西
阪
本 

中
尾
致
合
戦
忠
節
候
畢
、
然
者
、
為 

後
證
、
下
賜
御
一
見
状
、
増
弓
箭
勇
、 

言
上
如
件
、 

  
 

建
武
三
年
六
月
廿
五
日 

 

進
上 

御
奉
行
所 

 
 
 

一
見
了 

 
 
 
 
 
 

御
書
判 

 

⑤ 着
到
（
到
着
し
た
と
申
し
出
る
） 

 

美
濃
国
郡
上
郡
御
家
人
鷲
見
藤
三
郎
忠
保 

代
か
わ
っ
て

鷲
見
孫
八
常
良
申
す
、 

右
着
到
、
件

く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 
 

 

 
 
 
 

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
六
月
二
十
三
日 

 
 
 
 
 

一
見
了 

 
 

御
書
判
（
土
岐
頼 よ

り

遠 と
お

） 

   

⑥ 美
濃
国
郡
上
郡
御
家
人
鷲
見
藤
三
郎
忠
保
、 

洲
俣

す
の
ま
た

ニ
馳
参

は
せ
さ
ん

じ
、
土
岐
左
近

さ

こ

ん

蔵
人

く
ろ
う
ど

（
頼
遠
）
殿
の
御
手

お

ん

て

に
属
し
、
今
月
十
四
日
森
山
（
近

江
）
に
合
戦
し
、
同
十
六
日
宇
治
に
馳 は

せ

向 む
か

い
候

畢
お
わ
ん
ぬ

、
同
十
七
日
、
十
八
日
、
十
九
日
、

西
阪
本
中
尾
に
合
戦
、
忠
節
致 い

た

し
候

畢
お
わ
ん
ぬ

、
然 し

か

れ
ば
、
後

證

の
ち
の
あ
か
し

の
為
に
御
一
見
の
状
を
下

し
賜
い
、
弓
箭

き
ゅ
う
せ
ん

（
矢
）
の
勇 ゆ

う

を
増
し
、
言
上

ご
ん
じ
ょ
う

件
く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

  
 

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
六
月
二
十
五
日 

 

進
上 

御
奉
行
所 

 
 
 

 
 
 

一
見
了 

 
御
書
判
（
土
岐
頼
遠
） 

  



⑦ 美
濃
國
郡
上
郡
御
家
人
鷲
見 

藤
三
郎
忠
保
申
、
去
晦
日
馳
向
二 

条
大
宮
、
属
御
手
、
至
五
条
大
宮
竹 

田
、
追
懸
御
敵
、
抽
随
分
軍
忠
畢
、 

然
者
、
早
賜
御
證
判
、
為
備
向
後
之 

龜
鏡
、
粗
所
勤
如
件
、 

 
 

建
武
三
年
七
月
三
日 

 

進
上 

御
奉
行
所 

 
 
 

一
見
了 

 
 
 
 
 
 

御
書
判 

  

⑧ 美
濃
国
藤
三
郎
忠
保
事
、 

今
月
十
日
當
国
於
関
・
迫
・
北
野
馳 

向
、
御
敵
尾
崎
宮
致
合
戦
忠
、
討 

留
数
輩
御
敵
候
畢
、
此
条
東 

中
務
丞
殿
并
土
岐
左
兵
衛
蔵
入
殿 

代
出
雲
公
相
共
、
致
合
戦
候
之
上
者
、 

所
見
分
明
候
歟
、
然
為
後
證
、
欲
賜 

御
一
見
状
候
、
仍
如
件
、 

 
 

建
武
三
年
八
月
十
日 

 
 

御
奉
行
所 

 
 
 

承
了 

 
 
 
 

御
書
判 

 

⑦ 美
濃
国
郡
上
郡
御
家
人
鷲
見
藤
三
郎
忠
保

申
も
う
す

、 

去 さ
る

晦
日

み

そ

か

、
二
条
大
宮
に
馳
向
い
、
御
手
に
属
し
、 

五
条
大
宮

お
お
み
や

竹
田
に
至
り
、
御
敵
を
追
懸

お
い
か
け

、
随
分

ず
い
ぶ
ん

軍 ぐ
ん

忠
ち
ゅ
う

抽
ぬ
き
ん

で
て

畢
お
わ
ん
ぬ

、
然
者

し
か
れ
ば

、
早
く
御 ご

證
判

し
ょ
う
ば
ん

を
賜

た
ま
わ

り
、
向
後

こ

う

ご

の
龜 き

っ

鏡
き
ょ
う

（
手
本
）
に
備
え
る
為
に
相 あ

い

勤 つ
と

め
る
所
、

件

如

く
だ
ん
の
ご
と
し

。 

  
 

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
七
月
三
日 

 

進
上 

御
奉
行
所 

 
 
 

 
 
 

一
見
了 

 
 

御
書
判
（
土
岐
頼 よ

り

遠 と
お

） 

  

⑧ 美
濃
国
藤
三
郎
忠
保
事 

今
月
十
日
當
国
関 せ

き

、
迫

は
ざ
ま

、
北
野
に
於 お

い
て
、
馳 は

せ

向 む
か

い
、 

御
敵

お
ん
て
き

尾
崎
宮
（
と
）
合
戦
致
し
の
忠
、
数 す

う

輩 は
い

の
御 お

ん

敵 て
き

討
留

う
ち
と
め

候

畢
お
わ
ん
ぬ

、 
此 こ

の

条
じ
ょ
う

、
東

と
う
の

中

務

丞

な
か
つ
か
さ
じ
ょ
う

殿
（
常
顕
）

并
な
ら
び
に

に
、
土
岐
左 さ

兵
衛

ひ
ょ
う
え

蔵
人

く
ら
う
ど

（
頼
遠
）
殿
代
出
雲

い

ず

も

公 こ
う

、

相 あ
い

共 と
も

に
合
戦
致
し
候
の
上
は
、
見
分
の
所

と
こ
ろ

明

候

あ
き
ら
か
に
そ
う
ろ
う

歟 や

。 

然 し
か

れ
ば
後
證

ご
し
ょ
う

の
為
に

た

め

に

御
一
見

ご
い
っ
け
ん

の
状

じ
ょ
う

を
賜

た
ま
わ

ら
ん
こ
と
を
欲
し

候
そ
う
ろ
う

。 

仍
よ
っ
て

件
く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 

建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
八
月
十
日 

 
 

御
奉
行
所 

承
了 

 
 

御
書
判
（
土
岐
頼
遠
） 



⑨
鷲
見
藤
三
郎
忠
保
申
、
今
月
十
三
日 

馳
向
八
代
城
、
致
合
戦
忠
之
處
、
一
族 

孫
四
郎
被
疵
左
頸

骨

射
疵
、
若
党 

弥
三
郎
被
疵
左
足

就
是
等
之
子
細
、 

同
時
合
戦
之
間
、
東
中
務
丞
・
土
岐 

左
兵
衛
蔵
人
殿
代
出
雲
公
令
見 

知
畢
、
見
参
上
、
同
時
御
合
戦
間
、 

不
及
子
細
候
、
且
給
御
證
判
、
為
備
後 

日
龜
鏡
、
言
上
如
件
、 

 
 

建
武
三
年
八
月
日 

藤
原
忠
保 

進
上 

 
 

御
奉
行
所 

 
 
 

承
了 

 
 
 
 

御
書
判 

⑩ 鷲
見
藤
三
郎
忠
保
申
、
今
月
三
日 

馳
参
城
田
、
属
飛
騨
殿
御
手
、
同 

廿
四
日
馳
向
八
代
城
、
打
入
城
内
、
令
致 

軍
忠
、
頚
一
打
取
、
一
族
林
孫
三
郎 

被
疵
右
手

尋
之
疵
頚
、
當
日
被
遂 

御
實
検
畢
、
是
等
次
第
東
中
務
丞
・ 

佐
竹
太
夫
同
時
令
合
戦
、
令
見
知
者
也
、 

且
給
御
證
判
、
為
備
後
日
龜
鏡
、
言
上
如
件
、 

 
 

建
武
三
年
九
月
廿
六
日 

藤
原
忠
保 

 

進
上 

御
奉
行
所 

承
了 

 
 
 
 
 

⑨
鷲
見
藤
三
郎
忠
保
申
す
、
今
月
十
三
日 

八
代
城
に
馳
せ
向
か
い
、
合
戦
致
し
、
忠
之
處

と
こ
ろ

、
一
族
孫
四
郎
被き

ず

疵 お
い

左
頸
骨
射 し

ゃ

疵 き
ず

、
若

党
弥
三
郎

被
ひ
だ
り

疵
あ
し
に

左
足

き
ず
を
お
い

、
就 つ

い
て
は
是
等
之 の

子
細

し

さ

い

同
時
に
合
戦
の
間
、
東
中
務
丞

と
う
な
か
つ
か
さ
じ
ょ
う

、
土

岐
左 さ

兵
衛

ひ
ょ
う
え

蔵
人

く
ろ
う
ど

殿
代
出
雲

い

ず

も

公 こ
う

令
見
知
畢

け
ん
ち
せ
し
め
お
わ
ん
ぬ

。
見
参

け
ん
ざ
ん

の
上
、
同
時
に
御
合
戦
の
間
、
子
細

し

さ

い

及
お
よ
ば

ず
候
。
且
御
證
判

し
ょ
う
ば
ん

給 た
ま

わ
り
、
後
日
の
龜 き

っ

鏡
き
ょ
う

に
備
え
る
為
に
言
上

ご
ん
じ
ょ
う

件
く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 

建
武

け

ん

む

三
年
（
一
三
三
六
）
八
月
日 

藤
原
忠
保 

進
上 

 
 

御
奉
行
所 

 

承
了 

 
 
 
 
 
 

御
書
判 

  

⑩ 鷲
見
藤
三
郎
忠
保
申
、
今
月
三
日 

城
田

き

だ

に
馳
参
じ
、
肥
田

ひ

だ

殿
（
土
岐
氏
の
）
御
手
に
属
し
、
同
二
十
四
日
、
八
代
城
に
馳 は

せ

向
む
か
い

、

城
内
に
打
入
、
軍
忠
致 い

た

令 し
む

。
頚
一
打 う

ち

取 と
り

。
一
族
林
孫
三
郎
右
手
に
疵 き

ず

被
こ
う
む
り

、
尋 た

ず

ね
の
疵
頚 く

び

は
、
当
日
御
実
検
遂 と

げ
ら
れ

畢
お
わ
ん
ぬ

。 

是
等
の
次
第

し

だ

い

、
東
中

務

丞

な
か
つ
か
さ
じ
ょ
う

（
時
常
）、
佐
竹
太
夫
（
上
有

か

み

う

知 ち

荘
佐
竹
次
郎
三
郎
義
基
）
同

時
に
合
戦
見 け

ん

知 ち

令
せ
し
む

者
也
。
且 か

つ

御
證

ご
し
ょ
う

判 ば
ん

給 た
ま

い
、
後
日
の
龜 き

っ

鏡
き
ょ
う

に
備 そ

な

え
る
為
に
、
言
上

ご
ん
じ
ょ
う

件
く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 

建
武

け

ん

む

三
年
（
一
三
三
六
）
九
月
二
十
六
日 

藤
原
忠
保 

 

進
上 

御
奉
行
所 

 
 

 
 
 

承
了 

 
 



⑪ 切
紙 

 

師
直
・
師
泰
誅
伐
之
事
、 

 

早
馳
参
御
方
、
可
被 

 

軍
忠
之
状
如
件
、 

 
 
 

観
應
元
年
十
一
月
三
日 

御
書
判 

 
 
 
 
 
 
 

鷲
見
藤
四
郎
殿 

   

⑫ 切
紙 

 

師
直
・
師
泰
誅
伐
之
事
、 

 

於
濃
洲
致
忠
節
之
由
、 

 

 

尤
以
神
妙
弥
、
可
勵
戦
功 

之
状
、
如
件
、 

 
 
 

観
應
二
年
二
月
十
五
日 

御
書
判 

 
 
 
 
 
 
 

鷲
見
藤
四
郎
左
衛
門
殿 

   

⑬ 高
倉
禅
門
没
落
北
国
分
、 

早
可
致
忠
節
了
如
件
、 

 
 

観
應
二
年
八
月
十
二
日 

御
書
判 

 
 
 
 
 

鷲
見
加
賀
殿 

  

⑪ 切
紙

き
り
が
み 

 

高
師
直

こ
う
の
も
ろ
な
お

、
師 も

ろ

泰 や
す

、
誅
伐

ち
ゅ
う
ば
つ

の
事 

 

早 は
や

御
方

お
ん
か
た

へ
馳
参
じ
軍
忠
せ
ら
る
べ
き
の
状
、

如
く
だ
ん
の

件
ご
と
し

。 
 

 
 
 

観
應

か
ん
の
う

元
年
（
一
三
五
〇
）
十
一
月
三
日 

御
書
判
（
足
利
直 た

だ

義 よ
し

） 

 
 
 
 
 
 
 

鷲
見
藤
四
郎

と
う
し
ろ
う

殿
（
保
憲
） 

  

⑫ 切
紙 

 

師
直
、
師
泰
、
誅
伐

ち
ゅ
う
ば
つ

之
事 

濃 の
う

洲
し
ゅ
う

（
美
濃
）
に
於
い
て
忠
節
致 い

た

さ
れ
し
由 よ

し

、 

尤
も
っ
と
も

神
妙
を
も
っ
て
弥
、
戦
功

勵
は
げ
む

べ
く
の
状
、

如
く
だ
ん
の

件
ご
と
し

。 

観
應

か
ん
の
う

二
年
（
一
三
五
一
）
二
月
十
五
日 

御
書
判
（
足
利
直 た

だ

義 よ
し

） 

 
 
 
 
 
 

鷲
見
藤
四
郎
左
衛
門

尉
じ
ょ
う

（
保
憲
）
殿 

  

⑬ 高
倉
禅
門

ぜ
ん
も
ん

（
足
利
直
義
）
没
落
北
国
分
（
北
国
に
没
落
し
お
わ
ん
ぬ
） 

早 は
や

忠
節
致
す
べ
く
よ
っ
て

如
く
だ
ん
の

件
ご
と
し

。 

 
 

観
應

か
ん
の
う

二
年
（
一
三
五
一
）
八
月
十
二
日 

御
書
判
（
足
利
尊
氏
） 

 
 
 
 
 

鷲
見
加
賀

か

が

殿
（
加
賀
丸
） 



⑭ 
 
 
 

嗷
訴
輩
誅
伐
事
、
早 

属
甚
河
参
川
三
郎
入
道 

成
圓
手
、
可
致
軍
忠
之
状
如
件
、 

 
 

観
應
二
年
八
月
廿
六
日 

御
判 

 
 
 
 

鷲
見
四
郎
左
衛
門
慰
殿 

 

⑮
鷲
見
加
賀
丸
軍
忠
事 

属
当
御
手
三
月
廿
六
日
尾
州
大
山
寺 

合
戦
御
敵
追
落
候
、
同
廿
九
日
熱
田 

宮
口
合
戦
捨
身
命
、
致
忠
節
之
条
、 

大
将
御
見
知
之
上
者
、
賜
御
證
判
、
彌 

為
致
忠
節
言
上
如
件
、 

 
 

観
應
三
年
四
月
日 

承
了 

 
 
 

御
書
判 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

⑯ 鷲
見
加
々
丸
申
軍
忠
事 

去
年
九
月
廿
一
日
属
御
手
、
押
寄
伊 

岐
津
志
城
、
及
種
々
合
戦
訖
、
而
當
年 

三
月
十
日
同
属
御
手
、
於
在
々
所
々
、
焼 

佛
御
敵
館
畢
、
自
其
以
来
雖
為 

片
時
、
不
奉
離
御
手
、
於
致
昼
夜
堅 

固
之
處
、
六
月
十
六
日
吉
良
治
部
太
夫
殿
・ 

⑭ 
 
 

（
直
義
軍
勢
催
促
状
） 

嗷

訴

か
ま
び
す
し
く
う
っ
た
え
る

輩
や
か
ら

誅
伐

ち
ゅ
う
ば
つ

の
事
、
早 は

や

、
甚
河
、
参
川
三
郎
入
道
成
圓

じ
ょ
う
え
ん

の
手
に
属
し
、
軍
忠

致
す
べ
く
の
状
、
件

く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 

観
應

か
ん
お
う

二
年
（
一
三
五
一
）
八
月
二
十
六
日 

 

御
判 

 
 
 
 

鷲
見
四
郎
左
衛
門
慰

さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う

殿
（
保
憲
） 

  

⑮ 鷲
見
加
賀
丸
軍
忠
事 

当 と
う

御
手

お

ん

て

に
属
し
、
三
月
二
十
六
日
、
尾
州
（
尾
張
）
大
山
寺
合
戦
に
御
敵

お
ん
て
き

追
落

お
い
お
と

し
候
、
同

二
十
九
日
熱
田

あ

つ

た

宮 ぐ
う

口
合
戦
、
身
命

し
ん
み
ょ
う

を
捨
て
忠
節
致 い

た

す
の
条
、
大
将
御
見
知
の
上
は
、

御
證
判

ご
し
ょ
う
ば
ん

を
賜
り
、

彌
い
よ
い
よ

忠
節
致
し
為 な

す
こ
と
言 ご

ん

上
じ
ょ
う

件
く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 

観
應

か
ん
お
う

三
年
（
一
三
五
二
）
四
月
日 

承
了 

 
 

御
書
判
（
土
岐
頼
康
） 

  

⑯ 鷲
見
加
々
丸
申
軍
忠
事 

去
年
九
月
二
十
一
日
、
御
手

お

ん

て

に
属
し
、
伊
岐
津
志
城

い

き

つ

し

じ

ょ

う

へ
押
寄
せ
、

及
お
よ
び

種
々
合
戦
に
訖

い
た
る

、

而
し
こ
う
し
て

当
年
三
月
十
日
、
同
じ
く
御
手

お

ん

て

に
属
し
在
々
所
々
に
於
い
て
、
御
敵

お
ん
て
き

館
や
か
た

を
焼
き
佛 は

ら

い

畢
お
わ
ん
ぬ

。
其
れ
よ
り
以
来
、
片
時
と
為
す
と

雖
い
え
ど
も

御
手

お

ん

て

を
離
れ

奉
た
て
ま
つ

ら
ず
、
昼
夜
堅
固
に

致
す
の
處

と
こ
ろ

に
於 お

い
て
、
六
月
十
六
日
、
吉
良

き

ら

治
部

じ

ぶ

太
夫

だ

ゆ

う

（
貞
家
）
殿
、 



石
堂
殿
・
原
・
蜂
屋
・
宇
津
宮
・
参
川
三
郎 

以
下
之
輩
、
大
勢
寄
来
之
時
、
馳
向
長
森 

追
懸
御
敵
、
至
郡
戸
追
落
之
条
御 

見
知
之
上
者
、
賜
御
證
判
、 

為 

備 

向
後
龜
鏡
、
粗
言
上
如
件
、 

 
 
 

観
應
三
年
七
月
廿
五
日 

承
了 

 
 
 

御
書
判 

  

⑰ 此
重
保
ハ
、
相
傳
之
御
家
人 

故
、
不
代
時
一
之
入
見
参
、
朝
夕 

御
労
二
て
候
、
安
堵
了
、
小
嶋
懢
妨 

甚
不
穏
便 

由
候
、 

左
候
故 

郡
上
太
郎
重
保
重
申
状
如
此
、 

停
止
小
嶋
三
郎
懢
妨
、
慥
可
令 

安
堵
之
旨
、
先
度
下
知
了
、
而
猶 

 

不
承
引
候
ハ
、
何
様
事
哉
、
早
糺
廻 

損
也
、
如
本
可
令
安
堵
其
身
之
由 

申
令
下
知
、
仰
之
状
如
件
、 

 
 

三
月
十
五
日 

 
 
 

後
書
判 

 
 
 

遠
江
守
殿 

 

石
塔
頼
房

い
し
ど
う
よ
り
ふ
さ

殿
、
原
、
蜂
屋
、
宇
津
宮
、
参 さ

ん

川 か
わ

三
郎
、
以
下
の
輩

や
か
ら

大
勢
寄 よ

せ

来 き
た

る
の
時
、
長
森

へ
馳
向
い
、
御
敵
を
追 お

い

懸 か
け

け
、
郡

こ
お
る

戸 ど

（
海
津
町
か
）
に
ま
で
追
落
し
の
条
、
御
見 け

ん

知 ち

の
上

は
御
證
判
を
賜
り 

向
後
の
為
に
龜 き

っ

鏡
き
ょ
う

に
備
え
、

粗
あ
ら
あ
ら

言
上
件

く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 
 

観
應

か
ん
お
う

三
年
（
一
三
五
三
）
七
月
二
十
五
日 

承
了 

 
 
 

御
書
判 

   

⑰
（
袖
書
） 

（
鎌
倉
下
知
状
） 

此
の
重
保
ハ
相
傳

そ
う
で
ん

之
御
家
人
故 ゆ

え

、
時
一
不
代

か
わ
ら
ず

の
入
見
参
、
朝
夕
の
御
労
に
て
候
、
安
堵

了
お
わ
ん
ぬ

、

小
嶋
懢
妨

ら
ん
ぼ
う

甚
は
な
は
だ

不
穏
便
せ
し

左

候

さ
の
そ
う
ろ
う

故 ゆ
え 

 

（
本
文
） 

郡
上
太
郎
重
保
、
重 か

さ

ね
て
申
す
の
状
、
此
の
如
き
、
小
嶋
三
郎
懢
妨

こ
じ
ま
さ
ぶ
ろ
う
ら
ん
ぼ
う

停
止

ち
ょ
う
じ

、
慥 た

し

か
に
安
堵

あ

ん

ど

令
せ
し
む

可 べ
く

之 の

旨 む
ね

、
先
度

き

っ

と

下
知

げ

ち

し

了
お
わ
ん
ぬ

、
而

し
こ
う

し
て
猶な

お

不
承
引

ふ
し
ょ
う
い
ん

候
は
何
様
事
哉 か

、
早 は

や

（
返
）
損
を

糺
た
だ
す

也
。
本 も

と

の
如
く
其
身
安
堵

令
せ
し
む

可 べ
く

之 の

由 よ
し

、
下
知

げ

ち

令
せ
し
む

申
す
、
仰

お
お
せ

の
状

じ
ょ
う

件
く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 

三
月
十
五
日 

 
 
 

後
書
判 

 
 
 

遠

江

守

と
お
と
お
み
の
か
み

殿
（
北
条
時
政
） 

 

『
時
政
に
よ
る
関
東
下
知
状
は
遠
江
守
任
命
一
二
〇
〇
～
畠
山
重
忠
の
乱
一
二
〇
五
の

執
権
時
代
に
限
ら
れ
る
。』 

 



⑱
鷲
見
加
々
丸
申
軍
忠
事
、 

伊
勢
國
御
向
之
時
属
御
手
、 

於
阿
坂
城
、
同
中
村
口
御
合
戦
之
時
、 

捨
身
命
致
忠
節
条
、
御
見
知
之 

上
者
、
賜
御
證
判
候
弥
、
抽
忠
勤
言
上 

如
件
、 文

和
元
年
十
月
廿
三
日 

 
 
 

承
了 

 
 

御
書
判 

  

⑲ 康
行
御
退
治
事
、
馳
向
在
所
、
可 

致
忠
節
之
状
、
依
仰
執
達 

如
件
、 

 
 

明
徳
元
年
閏
三
月
六
日
左
衛
門
佐
判 

 
 
 
 

鷲
見
中
務
少
輔
入
道
殿 

  

⑳ 御
書
判 

美
濃
国
郡
上
郡
之
内
鷲
見
郷
河 

西
河
東
地
頭
職
事
、
任
相
傳
鷲
見 

中
務
少
輔
入
道
禅
峯
可
令
領 

掌
之
状
如
件
、 

 
 

明
徳
元
年
九
月
六
日 

⑱ 鷲
見
加
々
丸
申
す
、
軍
忠
の
事 

伊
勢
国
に
御
向
い
の
時
、
御
手

お

ん

て

に
属
し
、
阿
坂
城
に

於
お
い
て

、
同
中
村
口
御
合
戦
の
時
、
身
命

し
ん
み
ょ
う

を
捨
て
て
忠
節
せ
ら
る
条
、
御
見

ご

け

ん

知 ち

の
上
は
御
證
判

ご
し
ょ
う
は
ん

賜
た
ま
わ

り

候
そ
う
ろ
う

弥 や

、
忠
勤
抽

ぬ
き
ん

ん
ず
言
上

す
。

如
く
だ
ん
の

件
ご
と
し

。 

文
和

ぶ

ん

な

元
年
（
一
三
五
二
））
十
月
廿
三
日 

 
 
 

承
了 

 
 

御
書
判 

  

⑲ 土
岐
康
行
御
退
治
の
事
、
在
所
に
馳
向
い 

忠
節
致 い

た

す
可 べ

く

之 の

状
、
仰 お

お

せ
に
依 よ

っ
て
執
達

し
つ
た
つ

件
く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 

明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）

閏
う
る
う

三
月
六
日
左 さ

衛
門

え

も

ん

佐 の
ざ

判
（
斯
波
義
将 

幕
府
管
領
） 

 
 
 
 
 
 

鷲
見
中
務

な
か
つ
か
さ

少

輔

し
ょ
う
ゆ
う

入
道
殿 

  
⑳ 御

書
判 

美
濃
国
郡
上
郡
の
内
鷲
見
郷
河
西
河
東
地
頭
職
の
事
、 

鷲
見
中
務

な
か
つ
か
さ

少
輔

し
ょ
う
ゆ
う

入
道
禅 ぜ

ん

峯 ほ
う

、 

相
傳

そ
う
で
ん

を
以
っ
て
領

掌

り
ょ
う
し
ょ
う

せ
し
む
べ
く
の
状
如

く
だ
ん

件
の
ご
と
し

。 

 
 

明
徳
元
年
（
一
三
九
〇
）
九
月
六
日 

 



㉑ 鷲
見
中
務
少
輔
入
道
禅
峯
申
、 

美
濃
國
郡
上
内
鷲
見
郷
河
西 

河
東
地
頭
職
事
、
申
状
具
如
此
、
早 

逮
伊
賀
彦
十
郎
時
明
違
乱
、
全
禅
峯 

執
達
如
件
、 

 
 

明
徳
三
年
六
月
三
日
右
京
太
夫
書
判 

 
 
 
 

土
岐
刑
部
少
輔
入
道
殿 

  

㉒ 北
畑
少
将
満
雅
朝
臣
對
治
事
、 

不
日
令
發
向
、
属
守
護
人
手
、
可
抽 

忠
節
之
由
、
所
被
仰
下
也
、
仍
執
達 

如
件
、 

 
 

應
永
廿
二
年
四
月
十
六
日
沙
弥
書
判 

 
 
 

鷲
見
中
務
入
道
殿 

  

㉓ 芥
見
荘
長
山
彦
五
郎
以
御
判
紙
永
賜
之 

 
 
 
 
 
 

本
主
山
川
判
官
返
賜
之 

井
深
荘
石
村 

本
主
但
島
前
司
返
賜 

鷲
見
郷
河
西 

糟
屋
弥
六
本
主
加
々
丸 

 

㉑ 

（
足
利
将
軍
家
御
教
書

み
ぎ
ょ
う
し
ょ

） 

鷲
見
中
務

な
か
つ
か
さ

少
輔

し
ょ
う
ゆ
う

入
道

に
ゅ
う
ど
う

禅
峯

ぜ
ん
ぽ
う

申
す
。 

美
濃
国
郡
上
内
鷲
見
郷
河
西
河
東
地
頭
職
の
事
、
申

状

も
う
し
じ
ょ
う

を
具 そ

え
、
此
の
如
く
、
早
く
伊

賀
彦
十
郎
時
明
の
違 い

乱 ら
ん

を
禅
峯

ぜ
ん
ぽ
う

全
ま
っ
た
く

逮
し
り
ぞ

け
、
仍 よ

っ
て
執
達

し
つ
た
つ

件
く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 

明
徳

め
い
と
く

三
年
（
一
三
九
二
）

六
月
三
日 

右
京

う
き
ょ
う

太
夫

だ

ゆ

う

書
判
（
細
川
頼
元 

幕
府
管
領
） 

 
 
 

土
岐
刑
部

ぎ
ょ
う
ぶ

少
輔

し
ょ
う
ゆ
う

入
道

に
ゅ
う
ど
う

殿
（
土
岐
頼
忠
） 

 

㉒ 北
畠

き
た
ば
た
け

少

将

し
ょ
う
し
ょ
う

満
雅

み
つ
ま
さ

朝 あ

臣 そ
ん

討 た
い

治 じ

の
事
、 

不

日

ひ
な
ら
ず
し
て

向
か
い
発
せ
し
め
、
守
護
人
の
手
に
属
し
、
忠
節

抽
ぬ
き
ん
ず

可 べ
く

の
由 よ

し

、
仰

お
お
せ

下
さ
れ
る
と

こ
ろ
也
。
仍 よ

っ
て
執
達

し
つ
た
つ

件
く
だ
ん

の
如 ご

と

し
。 

 
 

應 お
う

永 え
い

二
十
二
年
（
一
四
一
五
）
四
月
十
六
日 

沙 し
ゃ

弥 み

書
判 

（
細
川
道
観
満
元 

幕
府
管
領
） 

 
 
 

鷲
見
中
務

な
か
つ
か
さ

入
道

に
ゅ
う
ど
う

（
鷲
見
氏
保
）
殿 

 
㉓ 芥

あ
く
た

見 み
の

荘
し
ょ
う

長
山

な
が
や
ま

彦
五
郎(

氏
保)

御
判
紙
を
以 も

っ

て
永
く
之 こ

れ

を
賜 た

ま

う 

 
 
 
 
 
 

 
本
主
山
川
判
官

は
ん
が
ん

之
を
返
し
賜
う 

井
深

い

ぶ

か

荘
の
そ
う

石
村 

本
主
但
島

前

司

さ
き
の
つ
か
さ

返
し
賜
う 

鷲
見
郷
河
西 

 

糟
屋
弥
六

か

す

や

や

ろ

く

本 ほ
ん

主 し
ゅ

加
賀
丸 

 



こ
の
文
書
の
翻
刻
は
「
高
鷲
古
文
書
読
ま
ま
い
会
」

が
行
っ
た
。
読
み
下
し
に
つ
い
て
は
、「
鷲
見
家
史
跡
」

「
岐
阜
県
史
」
「
高
鷲
村
史
」
も
参
考
に
し
て
い
る
。 

◎
考
察 

こ
の
足
利
将
軍
よ
り
の
感
状
は
、
鷲
見
氏
保
が
ま

と
め
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
最
後
の
長
山
彦
五
郎
が

氏
保
で
あ
ろ
う
。
と
す
る
と
芥
見
庄
の
長
山
を
名
字

に
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、
芥
見
庄
の
地
頭
だ
っ

た
可
能
性
も
あ
る
。
長
山
彦
五
郎
に
つ
い
て
は
大
和

村
史
に
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
あ
る
。 

「
芥
見
八
幡
神
社
の
宮
司
宮
本
家
に
伝
わ
る
鷲
見
氏
系
図
に
は
鷲
見
氏
保
の
こ
と
を
長

山
彦
五
郎
と
書
い
て
あ
る
。
郡
上
に
伝
わ
る
系
図
に
は
郡
上
中
務
彦
五
郎
と
書
い
て
あ
る
。

当
時
地
名
を
名
字
に
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
郡
上
で
は
郡
上
彦
五
郎
と
名
乗
り
、

芥
見
で
は
長
山
彦
五
郎
と
名
乗
っ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
。」 

さ
ら
に
、
131
頁
下
の
汾
陽
寺
宛
の
直
重
書
状
の
中
に
岩
村
郷
と
あ
り
（
こ
れ
は
岐
阜
市
山

県
岩
に
あ
た
る
）
汾
陽
寺
の
書
状
に
は
直
重
は
そ
の
代
官
と
書
い
て
あ
る
。（
岐
阜
県
史
） 

31
頁
⑰
の
「
関
東
下
知
状
」
に
は
鷲
見
郷
と
も
芥
見
荘
と
も
書
い
て
な
い
が
、
小
島
三
郎

が
岩
滝
郷
な
の
で
、
芥
見
荘
へ
の
懢
妨
が
自
然
だ
と
思
わ
れ
る
。
と
す
る
と
こ
れ
ら
の
軍

忠
状
に
は
「
鷲
見
郷
」
と
し
か
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
が

気
に
な
る
。 

 

注
『
岐
阜
県
史 

史
料
編 

古
代
・
中
世
』
岐
阜
県
、
昭

和
四
十
四
年
（
一
九
六
九
）
三
月
）
七
六
三
頁
上
、 

『「
三 

長
善
寺
文
書 

○
郡
上
郡
高
鷲
村
」
に
、
長
善

寺
文
書
、
表
紙
ニ
「
從
足
利
將
軍
鷲
見
氏
代
々
江
感
状
寫
」

ト
ア
ル
一
冊
ニ
収
メ
ラ
レ
テ
ア
リ
、 

コ
ノ
文
書
ハ
、
所
謂
「
鷲
見
家
譜
」
ト
呼
バ
レ
テ
イ
ル
モ

ノ
ニ
シ
テ
、「
鷲
見
家
譜
」
ハ
、
山
縣
郡
高
富
町
鷲
見
八

千
代
氏
・
名
古
屋
市
西
区
山
田
町
鷲
見
英
保
氏
ニ
モ
ア

リ
、
イ
マ
、
長
善
寺
文
書
ニ
據
リ
テ
採
ル
、
マ
タ
、
東
京

大
學
史
料
編
纂
所
影
寫
本
「
鷲
見
文
書
」（
大
正
十
三
年
、

所
蔵
者
不
詳
）
モ
、
同
系
統
ノ
書
ナ
リ
ト
雖
モ
、
若
干
ノ

異
同
ア
リ
、
ナ
ホ
、
コ
ノ
文
書
疑
義
ア
リ
ト
雖
モ
、
參
考

ノ
タ
メ
コ
コ
ノ
掲
グ
、
』
と
あ
る
。 



参
考
の
為
の
年
号
表
で
す
。
横
に
見
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

鷲見郷（氏）に関する年号表 高鷲村史・八幡町史による

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9
1160 永暦鷲見城？ 応保 長寛 永万 仁安 嘉応

70 承安 安元 鮎走文書 治承 治承・寿永の乱

80 養和清盛死 寿永 鎌倉幕府 元暦  文治守護・地頭職←壇ノ浦 義経死

90 建久 頼朝征夷大将軍 曽我兄弟 正治頼朝死

1200 建仁 重保死 関東下知状⑰ 元久頼保死 ←頼家死 建永 承元
10 建暦 建保 承久実朝死

20 承久の乱① 貞応 元仁 嘉禄 安貞 寛喜
30 貞永家保死 天福 文暦 嘉禎 暦仁 延応
40 仁治 寛元 宝治 建長
50 芥見庄(大鑑) 鷲見城(大鑑) 康元 正嘉 正元
60 文応 弘長 文永
70 文永の役 建治 弘安
80 弘安の役 保吉諸保大番役② 正応
90 永仁 正安

1300 乾元 嘉元 徳治 延慶
10 応長 正和 文保 元応
20 元亨 正中 嘉暦 元徳

30 元弘 （正慶）
御家人忠保③

④幕府滅ぶ 建武 延元忠保活躍

⑤⑥⑦⑧⑨⑩Ⓑ
忠保地頭Ⓘ （暦応）

青野ヶ原
頼貞死

40 興国 （康永）頼遠死
忠保死

保憲阿千葉へ （貞和） 正平

50 （観応）⑪
保憲×加賀丸

直義死⑫⑬⑭ （文和）⑮⑯⑱ （延文） 尊氏死

60 （康安） （貞治） （応安）
70 建徳 文中 天授（永和） （康暦）
80 （永徳） 弘和 元中（至徳） (嘉慶)保憲死 頼康死 （興応）
90  (明徳)禅峯地頭⑲⑳ 禅峯×伊賀㉑ 応永

1400 氏保×安東Ⓢ 義満死 赤谷山城

10
北畠の乱氏保㉒

加賀丸（禅峯）死

20 正長 永享
30
40 嘉吉益之死 文安氏保死 宝徳
50 享徳 康正 常縁関東へ 長禄
60 寛正 文正 応仁 篠脇城落城 文明
70 蓮如吉崎・古今伝授 北野城

80 常縁死 長享 一向一揆 延徳
90 義政死 明応 行保死・保兼 蓮如死

1500 文亀 永正
10 保重死 保定死

20 大永 享禄
30 天文 三木侵入

40 朝倉来攻 貞保死 東殿山城？ 土岐氏追放

50 弘治 道三死 永禄 東殿山の戦い

60 盛数死 八幡城の変 義輝死 井ノ口→岐阜 三木侵入

70 元亀姉川の戦 信玄死 天正 金森越前攻撃

80 信長死
金森飛騨征伐

天正大地震
稲葉氏

90 文禄の役 太閤検地 慶長 慶長の役 秀吉死

1600 八幡城の戦い 江戸幕府

10 冬の陣 元和夏の陣 元和郷帳・家康死

20 寛永
30 慶隆死

40 正保 慶安
50 家光死 承応 明暦 万治
60 寛文
70 五人塚作成 延宝 常友死

80 天和 貞享 元禄
90 井上氏 金森氏

（）は北朝。太字は双方兼ねる。丸数字は「足利将軍よりの感状写」の順番　アルファベットは鷲見家譜。


